
【構成】(赤字は新規作成したもの)
○地震木造・プレハブ第１次Ａ
○地震木造・プレハブ第１次B
○地震木造・プレハブ第２次
○地震非木造第１次
○地震非木造第２次
○水害木造・プレハブ第１次
○水害木造・プレハブ第２次
○水害非木造
○東日本大震災級の災害における水害 サンプル調査
○風害木造・プレハブ
○風害非木造
○補遺：地盤の液状化等により損傷した住家の被害認定第1次
○補遺：地盤の液状化等により損傷した住家の被害認定第２次
○東日本大震災級の災害における地震木造・プレハブ第１次Ｂ

【変更点】
○運用指針に則した改定

○水害木造・プレハブ第１次

○東日本大震災級の災害における水害 サンプル調査
○補遺：地盤の液状化等により損傷した住家の被害認定（第1次、第2次）
○東日本大震災級の災害における地震木造・プレハブ第１次Ｂ
・新規作成

○地震木造・プレハブ第2次、地震非木造第2次、水害、風害

○共通

・部位別の損害割合算出表における部位の順序を、「補遺：地盤の液状化等により
損傷した住家の被害認定第2次」に併せて入れ替え

・平成23年3月31日事務連絡に記載の調査票に、適用条件を追加。また、基準を
引き下げてはいけないことから「概ね」を削除し、１次調査として位置づけ

・傾きの測定については、下げ振りが120cmの場合の数値であることを明記

・木造・プレハブにおける屋根および柱(又は耐力壁)の部位別構成比を変更

資料５

災害に係る住家の被害認定基準調査票



調査日 平成 年 月 日

1 調査時 ： ～ ：

調査員

所在地

世帯主

2 住　 家 □住家である（居住のために使用されている）

4
危
険

要
注
意

調
査
済

不
明

5
外
観

7
躯
体

8
基
礎

【損害割合算出表】 （注）「6傾斜」の平均値が2cm未満の場合「計あ」の値を、2cm以上の場合「計あ」又は「計い」のうち大きい値を住家の損害割合とする。

傾
斜
無

傾
斜
有

1 5

面積率

4

0

10
屋
根

程度Ⅴ

程度Ⅲ

程度Ⅰ

9 壁

程度Ⅳ 11

程度Ⅴ

51

8

3

8

6

11

8

9

1

～10％

30

15

23

00

3

2

1

3

8基礎

程度Ⅳ

＋9壁 ＋　10屋根

6

2 5

15

5

1

0

1

2

～40％

2

1

無被害 0 0

～20％

＝　計あ

7

2

程度Ⅲ

程度Ⅱ 0

損害割合

損害
割合

4

2

0

2

無被害

1

程度Ⅰ

程度Ⅱ

□
全壊

40%以上

□
大規模半壊

50%以上

判定 □
半壊に至らない

□
半壊

20%未満 20%以上

0

～40％ ～60％

3

配
置
状
況

～40％

□基礎の損傷率が75％以上である
　　（損傷長／全長×100）

損傷率

面積率

0

住家被害認定
調査票

地震
木造・プレハブ

第１次Ａ

調査票
番　 号

応急危険
度判定

□住家全部が倒壊
□住家の一部の階が全部倒壊
□基礎のいずれかの辺が全部破壊しており、かつ 破壊している基礎直下の地
盤が液状化等した後、基礎の直下の地盤が流出、陥没等している場合

～60％0% ～10％

6
傾
斜

＝　計い6傾斜 ＋　10屋根

0

1

3 4

6

15

11

12

～10％ ～20％

6

15

6

～80％

～60％

45

0

8

45

30

2

0

23

34 56

0

～100％

9

～80％

60 75

38

19

0

8

～100％

7

～74％

測定箇所 ①
水平
距離
(cm)

0

～20％

2 4

□判定へ
　　(全壊)

② ③ ④ 平均値

□判定へ
　　(全壊)

□判定へ
　　(全壊)

■応急危険度判定に記載されているコメントを転記

■判定した住家の範囲が分かるように記載

6cm以上
(下げ振り120cm

の場合)

損傷率
75％以上

いずれかに

該当

<下げ振り120cmの

場合であることを追記>

2 ページ



調査日 平成 年 月 日

1 調査時 ： ～ ：

調査員

所在地

世帯主

2 住　 家 □住家である（居住のために使用されている）

4
危
険

要
注
意

調
査
済

不
明

5
外
観

7
躯
体

8
基
礎

9 壁

10
屋
根

（備考）

【損害割合算出表】

□Ａ 「6傾斜」の平均値が2cm以上（6cm未満）である

□Ｂ 「9壁」の損害割合が無被害又は8である

傾
斜
無

傾
斜
有

1 5

傾
斜

配
置
状
況

応急危険
度判定

住家被害認定
調査票

地震
木造・プレハブ

第１次B

調査票
番　 号

3

6

① ② ③測定箇所

□住家全部が倒壊
□住家の一部の階が全部倒壊
□基礎のいずれかの辺が全部破壊しており、かつ 破壊している基礎直下の地
盤が液状化等した後、基礎の直下の地盤が流出、陥没等している場合

損害
割合

水平
距離
(cm)

2 41

□基礎の損傷率が75％以上である
　　（損傷長／全長×100）

無被害

平均値④

2 3

□判定へ
　　(全壊)

76

□判定へ
　　(全壊)

□判定へ
　　(全壊)

15

7545

40%以上 50%以上

□
大規模半壊

6 9

□
全壊

＝　計 ＝ 計＋　10屋根6傾斜

判定 □
半壊に至らない

□
半壊

損害割合 20%未満 20%以上

30

8基礎 ＋　9壁 ＋　10屋根

損害
割合

無被害 8 15

損害
割合

無被害

上記以外

損傷率
75％以上

Ａに該当かつＢに該当（傾斜有を計算）

（傾斜無を計算）

■応急危険度判定に記載されているコメントを転記

■判定した住家の範囲が分かるように記載

いずれかに

該当

6cm以上
(下げ振り120cm

の場合)

<下げ振り120cmの

場合であることを追記>

3 ページ
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仕
上

材
が

脱
落

し
て

い
る

場
合

、
下

地
材

の
損

傷
状

況
に

よ
り

、
当

該
部

分
の

損
傷

程
度

が
以

下
の

と
お

り
異

な
る

こ
と

に
留

意
し

て
下

さ

い
。

%
)

5
0

Ⅲ
(

程
度

⇒
な

し
損

傷

%
)

7
5

Ⅳ
(

程
度

⇒
れ

あ
り

割
ひ

び

5
 ペ

ー
ジ



調査日 平成 年 月 日

1 調査時 ： ～ ：

調査員

所在地

世帯主

2 住　 家 □住家である（居住のために使用されている）

5
基
礎

【損害割合算出表】 （注）h列は、傾斜が2cm以上の場合のみ記入する。

9

10

11

5

12

13

14

15

16

6
柱(又は耐

力壁) □柱（又は耐力壁）の損傷率が75％以上

損傷長

(m)
全長
(m)

外
観

□判定へ
　　(全壊)

傾
斜

水
平
距
離

(

c
m

)

□判定へ
　　(全壊)

ｈ

□判定へ
　　(全壊)

損傷率＝
損傷長／全長×

100

□判定へ
　　(全壊)

ｃ

C

重み付き
損害割合

15%

ｄ ｅ ｆ ｇ

部位別
損害割合

ｃ×0.5ｂ＋ｃ ｂ×1.25
あ＞い→d
あ≦い→g

（□傾斜が
2cm以上）

傾斜を考慮
した損害割

合
主要階

 e+f
 (e+f>a→ a)

その他階

階別重み付け

内壁 15

設備 10

基礎 10

建具

10

屋根

天井

B

外壁 10

部位

a

構成
比

ｂ

階別部位別損害割合

主要階 その他階

10

床
(階段含)

□
大規模半壊

柱(又は

耐力壁)
15

15

計

5

□
全壊

判定 □
半壊に至らない

□
半壊

20%未満 20%以上 40%以上 50%以上損害割合

住家被害認定
調査票

地震
木造・プレハブ
第２次-1

調査票
番　 号

□住家全部が倒壊又は
   住家の一部の階が全部倒壊
□地盤被害により基礎に著しい損傷

4

平均値

②

③

④

①

3

該当しない場合は２頁「7」以降へ

13%以上で全壊

うい

損傷率
75％以上

75％以上

損傷率

「5.基礎」の損傷率×0.1

あ

「あ」又は「い」（傾斜が2cm
以上の場合は、「あ」、「い」
又は「う」）の中で最大の値

※ ※

※ B及びCは、調査票３頁のB及びCの値とする。

いずれかに

該当

<順序入れ替え>

6cm以上
(下げ振り
120cmの場合)

<下げ振り
120cmの
場合であ
ることを追

6 ページ



主要階　・　その他階

（　　　　　　）階平面図　・　屋根伏図

7

住家被害認定
調査票

地震
木造・プレハブ
第２次-２

調査票
番　 号

7 ページ



　　　主要階 その他階 計

床 1.0

屋根 1.0

面積率 ～10％ ～20％ ～40％ ～60％ ～80％ ～100％ 計 ～10％ ～20％ ～40％ ～60％ ～80％ ～100％ 計
無被害 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
程度Ⅰ 0 0 0 1 1 1 0 0 0 1 1 1
程度Ⅱ 0 1 1 2 2 3 計×(1) 0 1 1 2 2 3 計×(2)

程度Ⅲ 1 1 2 3 4 5 1 1 2 3 4 5
程度Ⅳ 1 2 3 5 6 8 1 2 3 5 6 8
程度Ⅴ 1 2 4 6 8 10 1 2 4 6 8 10
面積率 ～10％ ～20％ ～40％ ～60％ ～80％ ～100％ 計 ～10％ ～20％ ～40％ ～60％ ～80％ ～100％ 計
無被害 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
程度Ⅰ 0 0 1 1 1 2 0 0 1 1 1 2
程度Ⅱ 0 1 2 2 3 4 計×(1) 0 1 2 2 3 4 計×(2)

程度Ⅲ 1 2 3 5 6 8 1 2 3 5 6 8
程度Ⅳ 1 2 5 7 9 11 1 2 5 7 9 11
程度Ⅴ 2 3 6 9 12 15 2 3 6 9 12 15
面積率 ～10％ ～20％ ～40％ ～60％ ～80％ ～100％ 計 ～10％ ～20％ ～40％ ～60％ ～80％ ～100％ 計
無被害 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
程度Ⅰ 0 0 0 1 1 1 0 0 0 1 1 1
程度Ⅱ 0 1 1 2 2 3 計×(1) 0 1 1 2 2 3 計×(2)

程度Ⅲ 1 1 2 3 4 5 1 1 2 3 4 5
程度Ⅳ 1 2 3 5 6 8 1 2 3 5 6 8
程度Ⅴ 1 2 4 6 8 10 1 2 4 6 8 10

本数(面積)率 ～10％ ～20％ ～40％ ～60％ ～80％ ～100％ 計 ～10％ ～20％ ～40％ ～60％ ～80％ ～100％ 計
無被害 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
程度Ⅰ 0 0 1 1 1 2 0 0 1 1 1 2
程度Ⅱ 0 1 2 2 3 4 計×(1) 0 1 2 2 3 4 計×(2)

程度Ⅲ 1 2 3 5 6 8 1 2 3 5 6 8
程度Ⅳ 1 2 5 7 9 11 1 2 5 7 9 11
程度Ⅴ 2 3 6 9 12 15 2 3 6 9 12 15
面積率 ～10％ ～20％ ～40％ ～60％ ～80％ ～100％ 計 ～10％ ～20％ ～40％ ～60％ ～80％ ～100％ 計
無被害 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
程度Ⅰ 0 0 1 1 1 2 0 0 1 1 1 2
程度Ⅱ 0 1 2 2 3 4 計×(3) 0 1 2 2 3 4 計×(4)

程度Ⅲ 1 2 3 5 6 8 1 2 3 5 6 8
程度Ⅳ 1 2 5 7 9 11 1 2 5 7 9 11
程度Ⅴ 2 3 6 9 12 15 2 3 6 9 12 15
面積率 ～10％ ～20％ ～40％ ～60％ ～80％ ～100％ 計 ～10％ ～20％ ～40％ ～60％ ～80％ ～100％ 計
無被害 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
程度Ⅰ 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 1
程度Ⅱ 0 0 1 1 1 1 計×(1) 0 0 1 1 1 1 計×(2)

程度Ⅲ 0 1 1 2 2 3 0 1 1 2 2 3
程度Ⅳ 0 1 2 2 3 4 0 1 2 2 3 4
程度Ⅴ 1 1 2 3 4 5 1 1 2 3 4 5
枚数率 ～10％ ～20％ ～40％ ～60％ ～80％ ～100％ 計 ～10％ ～20％ ～40％ ～60％ ～80％ ～100％ 計
無被害 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
程度Ⅰ 0 0 0 1 1 1 0 0 0 1 1 1
程度Ⅱ 0 1 1 2 2 3 計×(1) 0 1 1 2 2 3 計×(2)

程度Ⅲ 1 1 2 3 4 5 1 1 2 3 4 5
程度Ⅳ 1 2 3 5 6 8 1 2 3 5 6 8
程度Ⅴ 1 2 4 6 8 10 1 2 4 6 8 10

階

浴室
(3％以内)

主要
階

台所
(3％以内)

その
他階

程度Ⅳ

計％損傷の状況

程度Ⅴ

面積率

無被害

程度Ⅲ

程度Ⅱ

程度Ⅳ

程度Ⅲ
9

外
壁
　
10
％

12

柱

(

又
は
耐
力
壁

)

設
備
　
10
％

無被害

程度Ⅳ

主要階/その他階

程度Ⅴ

程度Ⅴ

無被害

程度Ⅰ

1％．配管のズレ等
2％．再使用は可能だが大きく破損
3％．再使用が不可能

程度Ⅱ

その他
(左記以外

の水回
り、

ﾍﾞﾗﾝﾀﾞ等
4％以内)

11

床

（
階
段
含

）

損傷の状況

1％．配管のズレ等
2％．バスタブの割れ等
3％．再使用が不可能

14

天
井
　
５
％

13

屋
根
　
15
％

16

面
積
率

15

建
具
　
10
％

10

内
壁
　
15
％

程度Ⅴ

面積率

程度Ⅱ

程度Ⅲ

主要階 その他階

無被害

無被害

程度Ⅰ

程度Ⅱ

程度Ⅲ

面積率

程度Ⅳ

程度Ⅴ

程度Ⅴ

面積率

無被害
面積率

程度Ⅴ

程度Ⅳ

程度Ⅱ

程度Ⅰ

8

程度Ⅳ

程度Ⅰ

程度Ⅲ

本数(面積)率

程度Ⅰ

程度Ⅰ

程度Ⅲ

無被害

程度Ⅱ

程度Ⅰ

程度Ⅱ

程度Ⅲ

程度Ⅳ

枚数率

主要階

・

その他階

主要階

・

その他階

(1) (2)

(3) (4)

15

10
％

住家被害認定

調査票

地震
木造・プレハブ

調査票

番 号

B

B

B

C

C

C

C

C

C

C

C

B

B

B

B

B

<順序入れ替え>
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調査日 平成 年 月 日

1 調査時 ： ～ ：

調査員

所在地

世帯主

2 住　 家 □住家である（居住のために使用されている）

4
危
険

要
注
意

調
査
済

不
明

5
外
観

8

9
無被
害 10

無被
害

Ⅰ Ⅰ

Ⅱ Ⅱ

Ⅲ Ⅲ

Ⅳ Ⅳ

Ⅴ Ⅴ

11
無被
害 12

Ⅰ

Ⅱ

Ⅲ

Ⅳ

Ⅴ

【損害割合算出表】 ア．外観目視により柱又は梁を確認できる場合 イ．外観目視により柱及び梁を確認できない場合　

（注）「6傾斜」の平均値が2cm未満の場合、「あ」又は「う」を、2cm以上の場合、「あ」又は「い」若しくは「う」又は「え」のうち大きい値を損害割合とする。

50%以上

□
半壊に至らない

□
半壊

□
大規模半壊

□
全壊

40%以上

傾斜
有

20

判定

損害割合 20%未満 20%以上

傾斜
有

20

6
傾斜

10
外壁

12
設備等

6
傾斜計

9
柱（又は梁）

11 雑壁・
仕上等

11

20

計

傾斜
無

12
設備等

10

3 5

8

4

15

15

8 103 5

0

2

0

傾斜
無

6

0

210 1

0 0

～80％ ～100％ 計

3

設
備
等

（
1
5
％

）

19

25

0

13

5

1

損害割合 計設備 損傷の状況

外部階段

その他

高架水槽・
受水槽

～60％面積率 ～10％ ～20％ ～40％

雑
壁
・
仕
上
等

（
2
5
％

）

2 4

3

1

1

48 606 12 24 36

5136 45 6 26 3813

5

9 12 15

6 12 18

2 3

3

5

6

18 27

24 30

4

4 9

17 68

2

柱

（
又
は
梁

）
（
6
0
％

）

1 1 2

6

34 51

0 0

9 64

外
壁

（
8
5
％

）

1 2

9

17 26

13

5

85

0 0

9

3

4

傾
斜
確
認

□傾斜の平均値が４㎝(下げ振り120ｃ
ｍの場合)以上
□（基礎ぐいを用いる住家について）
　傾斜の平均値が２㎝(下げ振り120ｃｍ
の場合)以上かつ最大沈下量又は最大
露出量30㎝以上

計

0 0 0 0 0 0

34 43

9

21

7

17

0 0

面積率～100％ ～80％ ～100％～40％ ～60％～10％ ～20％

□ア．外観目視により柱又は梁を確認できる場合
  　     9柱（又は梁）、11雑壁・仕上等、12設備等を調査

□イ．外観目視により柱及び梁を確認できない場合
      　 10外壁、12設備等を調査

水平
距離
(cm)

柱･梁
の確認

計面積・本数率 ～10％ ～20％

6
傾
斜

測定箇所

～40％ ～60％ ～80％

　

(

全
壊

)

□
判
定
へ

① ② ③ ④ 平均値

7

3

配
置
状
況

応急危険
度判定

□住家全部が倒壊　又は　住家の一部の階が全部倒
壊

住家被害認定
調査票

地震
非木造
第１次

調査票
番　 号

該当

いずれか

■判定した住家の範囲が分かるように記載

■応急危険度判定に記載されているコメントを転記

※45%以上

で全壊

あ

え

う

い

に該当

<下げ振り120cmの

場合であることを追記>

9 ページ



年 月 日

1 調査時 ： ～ ：

調査員

所在地

世帯主

2 住　 家 □住家である（居住のために使用されている）

8
無被
害

Ⅰ

Ⅱ

Ⅲ

Ⅳ

Ⅴ

9
無被
害 10

無被
害

Ⅰ Ⅰ

Ⅲ Ⅲ

Ⅳ Ⅳ

Ⅴ Ⅴ

設備 損害割合

11
無被
害 12

浴
室

Ⅰ
台
所

Ⅱ

Ⅲ

Ⅳ

Ⅴ

13
無被
害 14

Ⅰ

Ⅱ

Ⅲ

Ⅳ

Ⅴ

（注）「4傾斜」の平均値が2cm未満の場合「あ」を、2cm以上の場合「あ」又は「い」のうち大きい値を損害割合とする。

40%以上 50%以上
□

全壊

20

損害割合

傾斜有

判定 □
半壊に至らない

□
半壊

20%未満 20%以上
□

大規模半壊

8外部仕上
・雑壁・屋根

9内部仕上・
天井

12設備等
（住家外）

14設備等
（住家内）

13建具
10床・梁

※大きい方 計

傾斜無

【損害割合
 算出表】

4傾斜
11柱

（又は耐力壁）

計

高架水槽
・受水槽

その他

計

損傷の状況

外部階段

損害割合

1 1 2

設
備
等

（
住
家
外

）

3 4

10

設
備
等

（
住
家
内

）

5

2

40

20

30 38

10 13

4

そ
の
他

5

設備 損傷の状況計

3

50

25

0

4

0 1 1 2

2 2 3

1

2

5

6

3

建
具

0

1 1

0

0 1 1

～20％ ～40％ ～60％

10 0 0

0

～80％ ～100％

0 0 0 0

～10％

0 0 0 0

枚数率

0

6

8

0 0

10

床
・
梁

0 0

1 1

1

1

1

4

3

1

～80％

3 4

1

～80％ ～100％

0 0

6 8

2

2 4 6 8

8

1

1

1 2 3 5

0 1

6

2

Ⅱ

8

10 21

外
部
仕
上
・
雑
壁
・
屋
根

計

5

0 0 0 1

0

1 1

1

梁計

3 4 5

322

1

2

1

3 5

2

3

0

～60％

1 1

～100％

0

～60％ ～80％

0 0

0 0 0 0 0 0

2

4

3

5

6

計

0

10

8

～100％ 床計

～20％ ～40％

面積率 ～10％ ～20％ ～40％

面積率 ～10％

0 0

5 10 20 30

15 23

0 1

～40％

Ⅱ 1

面積率 ～10％ ～20％ ～60％

2

10 15

1 1 2 3

5 8

4 8

柱

（
又
は
耐
力
壁

）

3 5

1 3

～80％ ～100％ 計

0 0 0 0 0 0

7

構
造
の
確
認

面積・本数率 ～10％ ～20％ ～40％ ～60％

③ ④

調査日 平成

住家被害認定
調査票

地震
非木造
第２次

調査票
番　 号

3

5

傾
斜
確
認

□傾斜の平均値が４㎝(下げ振り120ｃ
ｍの場合)以上
□（基礎ぐいを用いる住家について）
　傾斜の平均値が２㎝(下げ振り120ｃ
ｍの場合)以上かつ最大沈下量又は
最大露出量30㎝以上

外
観

□住家全部が倒壊
□住家の一部の階が全部倒壊

　

(

全
壊

)

□
判
定
へ

4
傾
斜

① ② 平均値

内
部
仕
上
・
天
井

4

1 1 2

2

2

1

1

0

□鉄骨造の場合

柱（本数で判定）

耐力壁（ブレース数で判定）

外部仕上げ（面積で判定）

□鉄筋コンクリートの場合

・ラーメン構造の場合

・壁式構造の場合

柱（本数で判定）

耐力壁（面積で判定）

５％

10％

10％

10％

10％

５％

いずれかに

該当

柱が見えない場合

耐力壁が見えない場合

いずれかに該当

該当しない場合は、

あ

い

２頁「6」以降へ

※38%以上

で全壊

※８%以上

で全壊

1%

配管のズレ等

2%

バスタブの割れ等

3%

再使用が不可能

1%
配管のズレ等

2%
再使用は可能だが大きく破損

3%
再使用が不可能

４％

<順序入れ替え>

<下げ振り120cmの場合であることを追記
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住家被害認定
調査票

地震
非木造
第２次-２

調査票
番　 号

（　　　　　　　　　）階平面図

6
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調査日 平成 年 月 日

1 調査時 ： ～ ：

調査員

所在地

世帯主

2 住　 家

3

4 構　造

5 階　高

6 外　力

7

□判定へ
(全壊)

□住家全部が倒壊　又は　住家の一部の階が全部倒壊

3

配
置
状
況

住家被害認定
調査票

水害
木造・プレハブ

第１次

調査票
番　 号

外観

判定 □
大規模半壊

浸水深

住家流失

住家の損害割合

50%以上
□

全壊
□

半壊に至らない

損害割合

(浸水深の最も浅い部分で測定)

20%未満 20%以上

(浸水深の最も浅い部分で測定)

20％以上(浸水深の最も浅い部分で測定)

住家の損害割合

20％未満

50％以上

半壊

大規模半壊

□
半壊

40%以上

又は 全壊

床上浸水

(浸水深の最も浅い部分で測定)

住家の損害割合

住家の損害割合

40％以上

第１次調査を
行うには不適
当であり、第
２次調査を行
う。

□住家である（居住のために使用されている）

□木造・プレハブである

□住家が戸建ての１～２階建てである

□住家に津波、越流、堤防決壊等水流や泥流、瓦礫等の衝突の外
力による損傷がある

床下浸水 半壊に至らない

床上１ｍまで浸水

1階天井まで浸水

■判定した住家の範囲が分かるように記載

浸
水

浸
水

浸
水

浸
水

該当しない

「４｣～「６」す

該当
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調査日 平成 年 月 日

調査時 ： ～ ：

調査員

所在地

世帯主

6

□区域内のすべての住家が木
造・プレハブである

□区域内のすべての住家が戸建
ての１～２階建てである

区域図

判定 区域内のすべての住家について
50%以上

□
全壊

東日本大震災級の災害におけるサンプル調査住家被害認定
調査票
水害

木造・プレハブ
東日本大震災級
の災害における

サンプル調査その１

調査票
番　 号

1

サンプ
ル調査
を行うに
は不適
当であ
り、区域
を見直
す又は
個別に
調査を
行う。5 外　力

□区域内のすべての住家に津
波、越流、堤防決壊等水流や泥
流、瓦礫等の衝突の外力による損
傷がある

住　 家2

3 構  造

4 階　高

□区域内のすべてが住家である
（居住のために使用されている）

サンプル調査を行う区域の図面を添付。図面ではすべての住家の住棟の形と地形が明確であること

サンプル調査を行った四隅の住家について、それぞれA,B,C,Dのマークを施し、「その２」の調査票で調査結果

を記載すること。

「２｣～「５」すべてに該当

該当し

ない

項目が

ある
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D

住家流失

又は 住家の損害割合

50％以上

1階天井まで浸水
(浸水深の最も浅い部分で測定)

上記に該当しない(一階天井まで浸水していない)

全壊

全壊
50％以上C

住家流失

又は

(浸水深の最も浅い部分で測定)

上記に該当しない(一階天井まで浸水していない)

1階天井まで浸水

住家の損害割合

B

又は 住家の損害割合

50％以上

1階天井まで浸水
(浸水深の最も浅い部分で測定)

住家被害認定
調査票
水害

木造・プレハブ
東日本大震災級の

災害における
サンプル調査その２

調査票
番　 号

東日本大震災級の災害におけるサンプル調査

50％以上

7 サンプル調査結果

住家流失

Ａ

(浸水深の最も浅い部分で測定)

住家の損害割合
全壊

又は

1階天井まで浸水

住家流失

全壊

上記に該当しない(一階天井まで浸水していない)

上記に該当しない(一階天井まで浸水していない)

浸
水

浸
水

浸
水

浸
水

14 ページ



調査日 平成 年 月 日

1 調査時 ： ～ ：

調査員

所在地

世帯主

2 住　 家 □住家である（居住のために使用されている）

4

6 無し ・ 有り

7 床上 ・ 床下

8
損傷
率

損害
割合

汚
泥

損害
割合

【損害割合算出表】 （注）h列は、傾斜が2cm以上の場合のみ記入する。

11

12

13

9

14

15

16

17

18

調査票
番　 号

あ＞い→d
あ≦い→g

□住家全部が倒壊　又は　住家の一部の階が全部倒壊

3

配
置
状
況

～10％ ～20％ ～40％

住家被害認定
調査票

水害
木造・プレハブ
第2次その１

①

計

15%

ｄ ｅ ｆ ｇ

部位別
損害割合

階別重み付け

その他階

ｃ

階別部位別損害割合

ｈ

ｂ＋ｃ ｂ×1.25 ｃ×0.5
 e+f

 (e+f>a→ a)

その他階

（□傾斜が
2cm以上）

傾斜を考慮し
た損害割合

重み付き
損害割合

主要階

C

水平
距離
(cm)

外
力
等

基
礎

部位

a

構成
比

0

B

ｂ

主要階

15

外壁 10

10

15

10

天井

10

設備

床
(階段含)

基礎

5

50%以上損害割合

15

建具

10

屋根

5

内壁

柱(又は

耐力壁)

□
全壊

判定 □
半壊に至らない

□
半壊

20%未満 20%以上 40%以上

□
大規模半壊

外力損傷 「8躯体」へ

□判定へ
(全壊)

外観

② ③
傾
斜

測定箇所 ④ 平均値

□判定へ
(半壊に至らない)

躯体 □基礎又は柱（又は耐力壁）の外力等による損傷率が75％以上である □判定へ
(全壊)～60％ ～74％ 計0%

浸水深

19 72 4 6

0 1　（□床下に汚泥が堆積している。）

13%以上で全壊

うい

「9.基礎」の損害割合

あ

「あ」又は「い」（傾斜が2cm
以上の場合は、「あ」、「い」
又は「う」）の中で最大の値

※ ※

※ B及びCは、調査票「その２」のB及びCの値とする。

6cm以上
(下げ振り

有り

床下

損傷率

75％以上

「10」以降へ

■判定した住家の範囲が分かるように記載

該当

<順序入れ替え>

<下げ振り120cmの

場合であることを追記>
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　　　主要階 その他階 計

床 1.0

屋根 1.0

面積率 ～10％ ～20％ ～40％ ～60％ ～80％ ～100％ 計 ～10％ ～20％ ～40％ ～60％ ～80％ ～100％ 計
無被害 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
程度Ⅰ 0 0 0 1 1 1 0 0 0 1 1 1

程度Ⅱ 0 1 1 2 2 3 計×(1) 0 1 1 2 2 3 計×(2)

程度Ⅲ 1 1 2 3 4 5 1 1 2 3 4 5
程度Ⅳ 1 2 3 5 6 8 1 2 3 5 6 8

程度Ⅴ 1 2 4 6 8 10 1 2 4 6 8 10
面積率 ～10％ ～20％ ～40％ ～60％ ～80％ ～100％ 計 ～10％ ～20％ ～40％ ～60％ ～80％ ～100％ 計
無被害 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
程度Ⅰ 0 0 1 1 1 2 0 0 1 1 1 2

程度Ⅱ 0 1 2 2 3 4 計×(1) 0 1 2 2 3 4 計×(2)

程度Ⅲ 1 2 3 5 6 8 1 2 3 5 6 8
程度Ⅳ 1 2 5 7 9 11 1 2 5 7 9 11

程度Ⅴ 2 3 6 9 12 15 2 3 6 9 12 15
面積率 ～10％ ～20％ ～40％ ～60％ ～80％ ～100％ 計 ～10％ ～20％ ～40％ ～60％ ～80％ ～100％ 計
無被害 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
程度Ⅰ 0 0 0 1 1 1 0 0 0 1 1 1

程度Ⅱ 0 1 1 2 2 3 計×(1) 0 1 1 2 2 3 計×(2)

程度Ⅲ 1 1 2 3 4 5 1 1 2 3 4 5
程度Ⅳ 1 2 3 5 6 8 1 2 3 5 6 8
程度Ⅴ 1 2 4 6 8 10 1 2 4 6 8 10

本数(面積)率 ～10％ ～20％ ～40％ ～60％ ～80％ ～100％ 計 ～10％ ～20％ ～40％ ～60％ ～80％ ～100％ 計
無被害 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
程度Ⅰ 0 0 1 1 1 2 0 0 1 1 1 2
程度Ⅱ 0 1 2 2 3 4 計×(1) 0 1 2 2 3 4 計×(2)

程度Ⅲ 1 2 3 5 6 8 1 2 3 5 6 8

程度Ⅳ 1 2 5 7 9 11 1 2 5 7 9 11

程度Ⅴ 2 3 6 9 12 15 2 3 6 9 12 15

面積率 ～10％ ～20％ ～40％ ～60％ ～80％ ～100％ 計 ～10％ ～20％ ～40％ ～60％ ～80％ ～100％ 計
無被害 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
程度Ⅰ 0 0 1 1 1 2 0 0 1 1 1 2

程度Ⅱ 0 1 2 2 3 4 計×(3) 0 1 2 2 3 4 計×(4)

程度Ⅲ 1 2 3 5 6 8 1 2 3 5 6 8
程度Ⅳ 1 2 5 7 9 11 1 2 5 7 9 11

程度Ⅴ 2 3 6 9 12 15 2 3 6 9 12 15

面積率 ～10％ ～20％ ～40％ ～60％ ～80％ ～100％ 計 ～10％ ～20％ ～40％ ～60％ ～80％ ～100％ 計
無被害 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
程度Ⅰ 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 1

程度Ⅱ 0 0 1 1 1 1 計×(1) 0 0 1 1 1 1 計×(2)

程度Ⅲ 0 1 1 2 2 3 0 1 1 2 2 3

程度Ⅳ 0 1 2 2 3 4 0 1 2 2 3 4
程度Ⅴ 1 1 2 3 4 5 1 1 2 3 4 5
枚数率 ～10％ ～20％ ～40％ ～60％ ～80％ ～100％ 計 ～10％ ～20％ ～40％ ～60％ ～80％ ～100％ 計
無被害 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
程度Ⅰ 0 0 0 1 1 1 0 0 0 1 1 1
程度Ⅱ 0 1 1 2 2 3 計×(1) 0 1 1 2 2 3 計×(2)

程度Ⅲ 1 1 2 3 4 5 1 1 2 3 4 5

程度Ⅳ 1 2 3 5 6 8 1 2 3 5 6 8

程度Ⅴ 1 2 4 6 8 10 1 2 4 6 8 10
階

浴室
(3％以内)

主要
階

台所
(3％以内)

その
他階

12

内
壁
　
15
％

17

建
具
　
10
％

13

床

（
階
段
含

）

16

天
井
　
５
％

14

柱

(

又
は
耐
力
壁

)

主要階 その他階

無被害

程度Ⅰ

面積率

無被害

程度Ⅰ

程度Ⅱ

程度Ⅲ

程度Ⅴ

枚数率

無被害

程度Ⅰ

程度Ⅱ

程度Ⅲ

程度Ⅳ

程度Ⅴ

程度Ⅴ

程度Ⅳ

程度Ⅱ

11

外
壁
　
10
％ 程度Ⅳ

程度Ⅴ

程度Ⅲ

面積率
無被害

程度Ⅰ

程度Ⅱ

本数(面積)率

程度Ⅳ

15

屋
根
　
15
％

面積率

程度Ⅲ

程度Ⅳ

程度Ⅴ

面積率

10
面
積
率

程度Ⅴ

程度Ⅱ

程度Ⅲ

無被害

程度Ⅰ

面積率
無被害

程度Ⅰ

程度Ⅱ

程度Ⅲ

主要階/その他階 損傷の状況 ％

程度Ⅳ

程度Ⅴ

無被害

程度Ⅰ

程度Ⅱ

程度Ⅲ

程度Ⅳ

計

18

設
備
　
10
％

1％．配管のズレ等
2％．バスタブの割れ等
3％．再使用が不可能

その他
(左記以外

の水回
り、

ﾍﾞﾗﾝﾀﾞ等
4％以内)

1％．配管のズレ等
2％．再使用は可能だが大きく破損
3％．再使用が不可能

損傷の状況

(1) (2)

(3) (4)

15

15
％

住家被害認定
調査票

水害
木造・プレハブ
第２次その２

調査票

番 号

B

B

C

C

C

C

C

C

C

B

B

B

B

B

主要階

・

その他階

主要階

・

その他階

B

C

<順序入れ替え>
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調査日 平成 年 月 日

1 調査時 ： ～ ：

調査員

所在地

世帯主

2 住　 家 □住家である（居住のために使用されている）

6

8
無被
害 9

無被
害

Ⅰ Ⅰ

Ⅱ Ⅱ

Ⅲ Ⅲ

Ⅳ Ⅳ

Ⅴ Ⅴ

10
無被
害 11

無被
害

Ⅰ Ⅰ

Ⅲ Ⅲ

Ⅳ Ⅳ

Ⅴ Ⅴ

12 設備

13
無被
害

浴
室

Ⅰ
台
所

Ⅱ その他

14

Ⅳ

Ⅴ

（注）「4傾斜」の平均値が2cm未満の場合「あ」を、2cm以上の場合「あ」又は「い」のうち大きい値を損害割合とする。

4

～40％～20％面積率

0

～10％

00

内
部
仕
上
・
天
井

108

床計～80％ ～100％

0

Ⅱ
梁計

3

1

3

配
置
状
況

平均値

浸水深□判定へ
(全壊)

床下　　・　　床上

構
造
の
確
認

③

□判定へ
(半壊に至らない)

7

4

4

3

3

住家被害認定
調査票

水害
非木造

調査票
番　 号

～20％ ～60％～40％面積率

【損害割合
算出表】

5

1 2

その他

4 6

6

高架水槽
・受水槽

枚数率

0

～60％

1

～60％

1 52

21 2

0

0

Ⅲ 0

0

1

0

8

1

4

2

2

1 2

～20％

0

1

Ⅱ 0

0

1 2

0

～10％

5

0

3

4

0

0

5

～80％

1

3

0

～100％～20％

2

～80％ 計

2

8

計

3

10

5

25

0

13

38

～100％

15 23 30

3 15

50

計損害割合

30

損傷の状況

計

20

20 40

損害割合損傷の状況

1

000

0 0

1

1

2

1

0

～40％

4

0 0 0

8

2

00

1

21 3

1 2

1 1

～10％

1

0

1

1

12設備等
（住家内） 計

1

2

床
・
梁

建
具

3

10

0

0

1

0

0

1

2

0

傾斜無

6

5傾斜

0 1

判定

損害割合

0

3

0

1

□
半壊に至らない

傾斜有 20

□
大規模半壊

20%以上

14設備等
（住家外）

13建具

50%以上

□
全壊

□
半壊

40%以上20%未満

2 3

外部階段

設備
1

9内部仕上・
天井

10床・梁
※大きい方

8外部仕上
・雑壁・屋根

1

11柱
（又は耐力壁）

面積率

0

0

4 5

外
部
仕
上
・
雑
壁
・
屋
根

～10％ ～20％

0

～100％

1 1

計～100％

8

6

1

4

～60％

0

～40％

0

11

0

～80％

0

3

5 10

1

3

0

8

1 2

1

2

3

5

柱

（
又
は
耐
力
壁

）

1

1

5

0

2

6

53

2

5

8

1010

8 4

④

0

～10％面積・本数率

6

0

～40％ 計～80％～60％

0

4
外
観

① ②

□住家全部が倒壊
□住家の一部の階が全部倒壊

5
傾
斜

□鉄骨造の場合
柱（本数で判定）

耐力壁（ブレース数で判定）

外部仕上げ（面積で判定）

□鉄筋コンクリートの場合

・ラーメン構造の場合

・壁式構造の場合

柱（本数で判定）

耐力壁（面積で判定）

50％

５％

10％

10％

10％

10％

５％

柱が見えない場合

耐力壁が見えない場合

床下浸水

■判定した住家の範囲が分かるように記載

該当

あ

い

設
備
等(

住
家
外)

設
備
等(

住
家
内)

※38%以上

で全壊

※８%以上

で全壊

1%

配管のズレ等

2%

バスタブの割れ等

3%

再使用が不可能

1%
配管のズレ等

2%
再使用は可能だが大きく破損

3%
再使用が不可能

4%

<順序入れ替え>

4cm以上
(下げ振り120cm

の場合)

2cm以上4cm未満(下
げ振り120cmの場合)
又は外観に外力によ

る損傷あり

<下げ振り120cmの

場合であることを追記>
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調査日 平成 年 月 日

1 調査時 ： ～ ：

調査員

所在地

世帯主

2 住　 家 □住家である（居住のために使用されている）

4

6 屋根
等

7
躯
体

8
基
礎

【損害割合算出表】 （注）h列は、傾斜が2cm以上の場合のみ記入する。

10

11

12

8

13

14

15

16

17

計

損傷率 0%

0

～10％

1

10

天井

10

ｂ

15%

ｄ ｅ ｆ ｇ

部位別
損害割合

ｈ

ｂ＋ｃ ｂ×1.25 ｃ×0.5

主要階
部位

a

 e+f
 (e+f>a→ a)

その他階

階別重み付け
重み付き
損害割合

その他階

ｃ

C
あ＞い→d
あ≦い→g

（□傾斜が
2cm以上）

傾斜を考慮し
た損害割合

内壁 15

B

外壁 10

構成
比

階別部位別損害割合

主要階

15

建具

屋根

5

設備

床
(階段含)

基礎 10

10

柱(又は

耐力壁)
15

□
全壊

判定 □
半壊に至らない

□
半壊

20%未満

□
大規模半壊

20%以上 40%以上 50%以上

住家被害認定
調査票

風害
木造・プレハブ

その１

調査票
番　 号

□基礎又は柱（又は耐力壁）の損傷率が75％以上である

□屋根等に脱落、破損等の損傷が生じておらず、住家内への浸水のおそれがない

3

配
置
状
況

□住家全部が倒壊　又は　住家の一部の階が全部倒壊

③ 平均値④

損害割合

□判定へ
　　(全壊)

外観

5
傾
斜

測定箇所 ① ②

水平
距離
(cm)

□判定へ
(全壊)

□判定へ
(半壊に至らない)

損害割合

～20％

2

～40％

4

～60％

6

～74％

7

13%以上で全壊

うい

「8.基礎」の損害割合

あ

「あ」又は「い」（傾斜が2cm
以上の場合は、「あ」、「い」
又は「う」）の中で最大の値

※ ※

※ B及びCは、調査票「その２」のB及びCの値とする。

■判定した住家の範囲が分かるように記載

該当

75％以上

「９」以降へ

損傷率

該当

<順序入れ替え>

6cm以上
(下げ振り120cm

の場合)

<下げ振り120cmの

場合であることを追記>
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　　　主要階 その他階 計

床 1.0

屋根 1.0

面積率 ～10％ ～20％ ～40％ ～60％ ～80％ ～100％ 計 ～10％ ～20％ ～40％ ～60％ ～80％ ～100％ 計
無被害 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
程度Ⅰ 0 0 0 1 1 1 0 0 0 1 1 1
程度Ⅱ 0 1 1 2 2 3 計×(1) 0 1 1 2 2 3 計×(2)

程度Ⅲ 1 1 2 3 4 5 1 1 2 3 4 5
程度Ⅳ 1 2 3 5 6 8 1 2 3 5 6 8
程度Ⅴ 1 2 4 6 8 10 1 2 4 6 8 10
面積率 ～10％ ～20％ ～40％ ～60％ ～80％ ～100％ 計 ～10％ ～20％ ～40％ ～60％ ～80％ ～100％ 計
無被害 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
程度Ⅰ 0 0 1 1 1 2 0 0 1 1 1 2
程度Ⅱ 0 1 2 2 3 4 計×(1) 0 1 2 2 3 4 計×(2)

程度Ⅲ 1 2 3 5 6 8 1 2 3 5 6 8
程度Ⅳ 1 2 5 7 9 11 1 2 5 7 9 11
程度Ⅴ 2 3 6 9 12 15 2 3 6 9 12 15
面積率 ～10％ ～20％ ～40％ ～60％ ～80％ ～100％ 計 ～10％ ～20％ ～40％ ～60％ ～80％ ～100％ 計
無被害 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
程度Ⅰ 0 0 0 1 1 1 0 0 0 1 1 1
程度Ⅱ 0 1 1 2 2 3 計×(1) 0 1 1 2 2 3 計×(2)

程度Ⅲ 1 1 2 3 4 5 1 1 2 3 4 5
程度Ⅳ 1 2 3 5 6 8 1 2 3 5 6 8
程度Ⅴ 1 2 4 6 8 10 1 2 4 6 8 10

本数(面積)率 ～10％ ～20％ ～40％ ～60％ ～80％ ～100％ 計 ～10％ ～20％ ～40％ ～60％ ～80％ ～100％ 計
無被害 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
程度Ⅰ 0 0 1 1 1 2 0 0 1 1 1 2
程度Ⅱ 0 1 2 2 3 4 計×(1) 0 1 2 2 3 4 計×(2)

程度Ⅲ 1 2 3 5 6 8 1 2 3 5 6 8
程度Ⅳ 1 2 5 7 9 11 1 2 5 7 9 11
程度Ⅴ 2 3 6 9 12 15 2 3 6 9 12 15
面積率 ～10％ ～20％ ～40％ ～60％ ～80％ ～100％ 計 ～10％ ～20％ ～40％ ～60％ ～80％ ～100％ 計
無被害 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
程度Ⅰ 0 0 1 1 1 2 0 0 1 1 1 2
程度Ⅱ 0 1 2 2 3 4 計×(3) 0 1 2 2 3 4 計×(4)

程度Ⅲ 1 2 3 5 6 8 1 2 3 5 6 8
程度Ⅳ 1 2 5 7 9 11 1 2 5 7 9 11
程度Ⅴ 2 3 6 9 12 15 2 3 6 9 12 15
面積率 ～10％ ～20％ ～40％ ～60％ ～80％ ～100％ 計 ～10％ ～20％ ～40％ ～60％ ～80％ ～100％ 計
無被害 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
程度Ⅰ 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 1
程度Ⅱ 0 0 1 1 1 1 計×(1) 0 0 1 1 1 1 計×(2)

程度Ⅲ 0 1 1 2 2 3 0 1 1 2 2 3
程度Ⅳ 0 1 2 2 3 4 0 1 2 2 3 4
程度Ⅴ 1 1 2 3 4 5 1 1 2 3 4 5
枚数率 ～10％ ～20％ ～40％ ～60％ ～80％ ～100％ 計 ～10％ ～20％ ～40％ ～60％ ～80％ ～100％ 計
無被害 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
程度Ⅰ 0 0 0 1 1 1 0 0 0 1 1 1
程度Ⅱ 0 1 1 2 2 3 計×(1) 0 1 1 2 2 3 計×(2)

程度Ⅲ 1 1 2 3 4 5 1 1 2 3 4 5
程度Ⅳ 1 2 3 5 6 8 1 2 3 5 6 8
程度Ⅴ 1 2 4 6 8 10 1 2 4 6 8 10

階

浴室
(3％以内)

主要
階

台所
(3％以内)

その
他階

無被害

程度Ⅴ
本数(面積)率

程度Ⅳ

程度Ⅴ

程度Ⅳ

程度Ⅴ

面積率

程度Ⅱ

程度Ⅲ

程度Ⅱ

面積率

16

床

（
階
段
含

）

程度Ⅱ

程度Ⅲ

程度Ⅳ

面積率

14

内
壁
　
15
％ 程度Ⅳ

程度Ⅴ

無被害

程度Ⅲ

外
壁
　
10
％

程度Ⅰ

程度Ⅱ

程度Ⅲ

面積率
無被害

10

9
面
積
率

程度Ⅰ

損傷の状況

その他
(左記以外

の水回
り、

ﾍﾞﾗﾝﾀﾞ等
4％以内)

主要階 その他階

程度Ⅳ

程度Ⅴ

1％．配管のズレ等
2％．バスタブの割れ等
3％．再使用が不可能

1％．配管のズレ等
2％．再使用は可能だが大きく破損
3％．再使用が不可能

11

屋
根
　
15
％

12

柱

(

又
は
耐
力
壁

)

17

13

天
井
　
５
％

15

建
具
　
10
％

設
備
　
10
％

無被害

程度Ⅰ

程度Ⅲ

無被害

無被害

程度Ⅰ

程度Ⅰ

程度Ⅱ

程度Ⅱ

程度Ⅳ

損傷の状況主要階/その他階

程度Ⅰ

程度Ⅱ

程度Ⅴ

面積率

程度Ⅲ

計％

程度Ⅳ

程度Ⅴ

程度Ⅲ

無被害
枚数率

程度Ⅰ

主要階

・

その他階

主要階

・

その他階

(1) (2)

(3) (4)

15

％

10
％

住家被害認定

調査票

風害
木造・プレハブ

調査票

番 号

B

B

B

C

C

C

C

C

C

C

C

B

B

B

B

B

B

B

C

C

C

C

C

C

C

B

B

B

B

B

B

C

<順序入れ替え>
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調査日 平成 年 月 日

1 調査時 ： ～ ：

調査員

所在地

世帯主

2 住　 家 □住家である（居住のために使用されている）

6

8
無被
害 9

無被
害

Ⅰ Ⅰ

Ⅱ Ⅱ

Ⅲ Ⅲ

Ⅳ Ⅳ

Ⅴ Ⅴ

10
無被
害 11

無被
害

Ⅰ Ⅰ

Ⅲ Ⅲ

Ⅳ Ⅳ

Ⅴ Ⅴ

12

13
無被
害

浴
室

Ⅰ
台
所

Ⅱ その他

14

Ⅳ

Ⅴ

（注）「4傾斜」の平均値が2cm未満の場合「あ」を、2cm以上の場合「あ」又は「い」のうち大きい値を損害割合とする。

4

2

外部仕上
等の損傷

7

構
造
の
確
認

柱

（
又
は
耐
力
壁

）

面積・本数率

2 3

0

1

～10％

□外部仕上げ等に脱落・破損等の損傷
が生じ、住家内への浸水の恐れがある。

1

6

0

～60％

0

0

0 1

0

0

1

1

1

2

～40％

0

面積率

1 1

0

外
部
仕
上
・
雑
壁
・
屋
根

2

～20％ ～40％

0

0

54

傾
斜

1

～10％

1

0

0

0

設備

3

計

40

～100％～80％

30

2520

1

3

2

1

外部階段

1

0

1

3

5傾斜

1 2

2 4

8外部仕上
・雑壁・屋根

2

1 2

建
具

0

0

Ⅲ

1

0

0

0

□
半壊

4

1

2

6

8

～100％

10

8

5

傾斜無

□
全壊

11柱
（又は耐力壁）

12設備等
（住家内）

40%以上

□
大規模半壊

20%以上

□
半壊に至らない

傾斜有 20

判定

損害割合

13建具
14設備等
（住家外）

20%未満

9内部仕上・
天井

10床・梁
※大きい方

床
・
梁

面積率

Ⅱ

4

0 0

～20％

計

～40％

5

0

0 1

0

3020 50

38

0

1

8

3

計

50%以上

～100％

00

～80％面積率 ～10％

84

10

計損害割合損傷の状況

損傷の状況 損害割合 計

15

2

3

0

5

0

0

～60％

1

0

15

～80％ ～40％

0

3

～20％

0

5

0

0

1

3

3

1

21

1

2

～40％

0

3

～10％

1 2

0

～60％

1

4 6

5

0 0

～20％

5

計 設備

1

0

00

～80％

10

10

3

5

5

～80％ ～100％

1

床計

【損害割合
算出表】

5

1 2

その他

4 6

6

高架水槽
・受水槽

枚数率

住家被害認定
調査票

風害
非木造

調査票
番　 号

③ ④

4
外
観

① ②

□住家全部が倒壊
□住家の一部の階が全部倒壊

5

2

～100％

0

10

2

0

1

3

配
置
状
況

平均値

内
部
仕
上
・
天
井

4

□判定へ
(全壊)

8

8

10

6

□判定へ
(半壊に至らない)

5

23

0 1

1

2

4

2

計～60％

1

1 2

0

1

3

0

3

0

1310

～60％

8

梁計

11 2

0

Ⅱ 1 3 8

～10％ ～20％

3

□鉄骨造の場合
柱（本数で判定）

耐力壁（ブレース数で判定）

外部仕上げ（面積で判定）

□鉄筋コンクリートの場合
・ラーメン構造の場合

・壁式構造の場合

柱（本数で判定）

耐力壁（面積で判定）

５％

10％

10％

10％

10％

５％

柱が見えない場合

耐力壁が見えない場合

■判定した住家の範囲が分かるように記載

該当

4cm以上
(下げ振り120cm

の場合)

2cm以上4cm未満(下
げ振り120cmの場合)
又は外観に外力によ

る損傷あり

あ

い

該当なし

10％

設備

等

(住家

外)

設備

等

(住家

内)

10％

10％

10％

※38%以上

で全壊

※８%以上

で全壊

1%

配管のズレ等

2%

バスタブの割れ等

3%

再使用が不可能

1%
配管のズレ等

2%
再使用は可能だが大きく破損

3%
再使用が不可能

4%

<順序入れ替え>

<下げ振り120cmの
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不同沈下がある場合の傾斜の判定

「6.傾斜」の平均値を転記

平
均
値

（備考）

【判定表】

□判定へ
　　(全壊)

□床上まで地盤面下に潜り込み

不
同
沈
下
の
あ
る
傾
斜 □1.2ｃｍ以上２ｃｍ未満(下げ振り120cmの場合)

□判定へ
(大規模半壊)

□判定へ
　　(半壊)

□判定へ
　　(半壊)

□６ｃｍ以上(下げ振り120cmの場合)
□判定へ
　　(全壊)

住家被害認定
調査票

地震
木造・プレハブ

第１次

調査票
番　 号

□床上１ｍまで地盤面下に潜り込み

地
盤

□基礎の天端下25ｃｍまで潜り込み

20%以上

□２ｃｍ以上６ｃｍ未満(下げ振り120cmの場合)
□判定へ

(大規模半壊)

判定 □
半壊に至らない

20%未満

□
大規模半壊

□
全壊

50%以上40%以上損害割合

□
半壊

損害割合
50％以上

損害割合
40％以上

50％未満
損害割合
20％以上

40％未満

損害割合
50％以上

損害割合
40％以上

50％未満
損害割合
20％以上

40％未満

地盤の液状化等により損傷した住家の被害認定

<下げ振り120cmの

場合であることを追記>
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【計算方法早見表】

(下げ振り120cmの場合)
２ｃｍ以上６ｃｍ未満

1.2ｃｍ以上２ｃｍ未満

1.2ｃｍ未満

【損害割合算出表】

9

13

15

5

11

10

12

14

16

②①

ク×２５ ク×２５

カ／キ
１階の床面積割合(ク)

⑦ ⑧

ク×３５

１階の床面積(カ)

住家の延べ床面積(キ)

③

101010

④ ⑤

ク×１０

10

⑥

屋根

10

15

10

柱(又は耐力壁)

外壁

内壁

基礎

10

計

10

天井

建具

10

15

5

10

10

15

□
大規模半壊

10

□
全壊

40%以上 50%以上

判定 □
半壊に至らない

□
半壊

20%未満 20%以上損害割合

設備

床(階段含)

【損害割合算出表】⑦へ

【損害割合算出表】⑧へ

通常の【損害割合算出表】へ

傾
斜

【損害割合算出表】③へ

【損害割合算出表】④へ

【損害割合算出表】⑤へ

【損害割合算出表】⑥へ

【損害割合算出表】①へ

【損害割合算出表】②へ

□６ｃｍ以上(下げ振り120cmの場合)

□1.2ｃｍ以上２ｃｍ未満(下げ振り120cmの場合)

床上まで 基礎の天端下25ｃｍまで 基礎の天端下25ｃｍ未満
地盤（潜り込み）

【計算方法早
見表】へ

□２ｃｍ以上６ｃｍ未満(下げ振り120cmの場合)
【計算方法早

見表】へ

不
同
沈
下
の
あ
る
傾
斜 □1.2ｃｍ未満(下げ振り120cmの場合)

【計算方法早
見表】へ

住家被害認定
調査票

地震
木造・プレハブ

第２次

調査票
番　 号

□床上１ｍまで地盤面下に潜り込み

地
盤

□基礎の天端下25ｃｍまで潜り込み

□床上まで地盤面下に潜り込み

□判定へ
　　(全壊)

□潜り込みは基礎の天端下25ｃｍ未満
【計算方法早

見表】へ

□判定へ
　　(全壊)

【計算方法早
見表】へ

【計算方法早
見表】へ

損害割合
50％以上

地盤の液状化等により損傷した住家の被害認定

損害割合
50％以上

不同沈下が

ある場合

不同沈下が

ない場合

３５

２５

不同沈下が

ある場合

不同沈下が

ない場合

３５

２５

不同沈下が

ある場合

不同沈下が

ない場合

３５

２５
13%以上で全壊 13%以上で全壊 13%以上で全壊 13%以上で全壊 13%以上で全壊

<下げ振り120cmの

場合であることを追記>
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不同沈下がある場合の傾斜の判定

「6.傾斜」の平均値を転記

平
均
値

（備考）

【判定表】

□
大規模半壊

□
全壊

判定

損害割合 20%未満 20%以上 40%以上 50%以上

不
同
沈
下
の
あ
る
傾
斜

□６ｃｍ以上(下げ振り120cmの場合)
□判定へ
　　(全壊)

□
半壊に至らない

□
半壊

□２ｃｍ以上６ｃｍ未満(下げ振り120cmの場合)
□判定へ

(大規模半壊)

□1.2ｃｍ以上２ｃｍ未満(下げ振り120cmの場合)
□判定へ
　　(半壊)

住家被害認定
調査票

地震
非木造
第１次

調査票
番　 号

地
盤

□床上１ｍまで地盤面下に潜り込み
□判定へ
　　(全壊)

□床上まで地盤面下に潜り込み
□判定へ

(大規模半壊)

□基礎の天端下25ｃｍまで潜り込み
□判定へ
　　(半壊)

損害割合
50％以上

損害割合
40％以上

50％未満
損害割合
20％以上

40％未満

損害割合
50％以上

損害割合
40％以上

50％未満
損害割合
20％以上

40％未満

地盤の液状化等により損傷した住家の被害認定

<下げ振り120cmの

場合であることを追記>
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【計算方法早見表】

(下げ振り120cmの場合)
２ｃｍ以上６ｃｍ未満

1.2ｃｍ以上２ｃｍ未満

1.2ｃｍ未満

【損害割合算出表】

8

9

10

11

12

13

14

50%以上

□
大規模半壊

20%未満 20%以上 40%以上

□
全壊

□
半壊に至らない

□
半壊

5

設備等（住家内） 10

計

判定

損害割合

設備等（住家外） 5

建具

10

柱(又は耐力壁) 50

床・梁 10 10 10

ク×１０

外部仕上・雑壁・
屋根

10

ク×20 ク×20 ク×30

内部仕上・天井 10

カ／キ
１階の床面積割合(ク)

１階の床面積(カ)

1棟の延べ床面積(キ)

① ②

通常の【損害割合算出表】へ

⑧③ ④ ⑤ ⑥ ⑦

傾
斜

【損害割合算出表】①へ 【損害割合算出表】④へ 【損害割合算出表】⑦へ

【損害割合算出表】②へ 【損害割合算出表】⑤へ 【損害割合算出表】⑧へ

【損害割合算出表】③へ 【損害割合算出表】⑥へ

【計算方法早
見表】へ

地盤（潜り込み）
床上まで 基礎の天端下25ｃｍまで 基礎の天端下25ｃｍ未満

【計算方法早
見表】へ

□潜り込みは基礎の天端下25ｃｍ未満

不
同
沈
下
の
あ
る
傾
斜

□６ｃｍ以上(下げ振り120cmの場合)
□判定へ
　　(全壊)

□２ｃｍ以上６ｃｍ未満(下げ振り120cmの場合)
【計算方法早

見表】へ

□1.2ｃｍ以上２ｃｍ未満(下げ振り120cmの場合)
【計算方法早

見表】へ

□1.2ｃｍ未満(下げ振り120cmの場合)

□判定へ
　　(全壊)

□床上まで地盤面下に潜り込み
【計算方法早

見表】へ

□基礎の天端下25ｃｍまで潜り込み
【計算方法早

見表】へ

住家被害認定
調査票

地震
非木造
第２次

調査票
番　 号

地
盤

□床上１ｍまで地盤面下に潜り込み 損害割合
50％以上

地盤の液状化等により損傷した住家の被害認定

損害割合
50％以上

算出した

損傷割合

に+10
（最大50）

不同沈下が

ある場合

不同沈下が

ない場合

35

25

不同沈下が

ある場合

不同沈下が

ない場合

35

25

不同沈下が

ある場合

不同沈下が

ない場合

35

25

算出した

損傷割合

に+10
（最大50）

算出した

損傷割合

に+10
（最大50）

算出した

損傷割合

に+10
（最大50）

※算出した損傷割

合が38%以上で全

壊

※38%以上で全壊

※算出した損傷割

合が38%以上で全

壊

※算出した損傷割

合が38%以上で全

壊

※算出した損傷割

合が38%以上で全

壊

<下げ振り120cmの

場合であることを追記>
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調査日 平成 年 月 日

1 調査時 ： ～ ：

調査員

所在地

世帯主

2 住　 家 □住家である（居住のために使用されている）

4
危
険

要
注
意

調
査
済

不
明

5
外
観

7
躯
体

8
基
礎

9 壁

10
屋
根

（備考）

【損害割合算出表】

□Ａ 「6傾斜」の平均値が2cm以上（6cm未満）である

□Ｂ 「9壁」の損害割合が無被害である

傾
斜
無

傾
斜
有

1 5

15

1 4 7

15 30 45

2 6

＝ 計＋　10屋根6傾斜8基礎 ＋　9壁 ＋　10屋根 ＝　計

6 □判定へ
　　(全壊)

□判定へ
　　(全壊)

水平
距離
(cm)

① ② ③ 平均値
傾
斜

□基礎の損傷率が75％以上である
　　（損傷長／全長×100）

□
全壊

判定 □
半壊に至らない

□
半壊

損害割合 20%未満 20%以上 40%以上 50%以上

測定箇所 ④

□住家全部が倒壊
□住家の一部の階が全部倒壊
□基礎のいずれかの辺が全部破壊しており、かつ 破壊している基礎直下の地
盤が液状化等した後、基礎の直下の地盤が流出、陥没等している場合

□
大規模半壊

損害
割合

無被害

損害
割合

損害
割合

無被害

無被害

□判定へ
　　(全壊)

配
置
状
況

応急危険
度判定

3

住家被害認定
調査票

地震
木造・プレハブ

第1次

調査票
番　 号

東日本大震災級の大規模災害における地震による住家被害

上記以外

損傷率
75％以上

Ａに該当かつＢに該当（傾斜有を計算）

（傾斜無を計算）

■応急危険度判定に記載されているコメントを転記

■判定した住家の範囲が分かるように記載

6cm以上
(下げ振り120cm

の場合)
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住
家

被
害

認
定

調
査

（
地

震
：
木

造
・
プ

レ
ハ

ブ
_第

1
次

Ｂ
）
　

損
害

割
合

イ
メ

ー
ジ

図

＜
基

礎
＞

構
成

比
1
0
％

＜
屋

根
＞

構
成

比
1
5
％

ご
く
わ

ず
か

の
部

分
に

ひ
び

割
れ

棟
瓦

の
ズ

レ
、

破
損

、
落

下
が

著
し

い
が

、
そ

の
他

の
瓦

の
損

傷
は

少
な

い
。

ひ
び

割
れ

が
複

数
の

個
所

に
発

生

ほ
ぼ

全
体

的
に

ひ
び

割
れ

発
生

小
屋

組
の

損
傷

が
著

し
く
、

葺
材

の
大

部
分

が
損

傷
を

受
け

て
い

る
。

屋
根

仕
上

面
全

面
に

わ
た

っ
て

不
陸

、
亀

裂
、

剥
落

が
見

ら
れ

る
。

損
害

割
合

　
１

％

損
害

割
合

　
４

％

棟
瓦

が
全

面
的

に
ず

れ
、

破
損

あ
る

い
は

落
下

し
て

い
る

。
棟

瓦
以

外
の

瓦
の

ず
れ

も
著

し
い

。

損
害

割
合

　
７

％

本
資

料
で

は
、

各
イ

メ
ー

ジ
図

に
お

い
て

、
描

か
れ

て
い

な
い

他
の

２
面

が
、

概
ね

同
等

の
損

傷
状

況
で

あ
る

前
提

で
、

損
害

割
合

を
算

定
し

て
い

る
。

住
家

の
各

面
に

お
い

て
損

傷
状

況
が

異
な

る
住

家
に

つ
い

て
、

イ
メ

ー
ジ

図
を

参
考

に
損

害
割

合
の

判
定

を
行

う
際

に
は

、
各

面
の

面
積

を
考

慮
し

て
判

定
す

る
必

要
が

あ
る

。

損
害

割
合

　
２

％

損
害

割
合

　
６

％

損
害

割
合

　
１

５
％

9
m

1
.3

5
m

4
.5

m

9
m

4
.5

m

9
m

4
.5

m

3
.4

m
１

m
1
m

7
m

3
m

2
6
 ペ

ー
ジ



住
家

被
害

認
定

調
査

（
地

震
：
木

造
・
プ

レ
ハ

ブ
_第

1
次

Ｂ
）
　

損
害

割
合

イ
メ

ー
ジ

図

＜
壁

＞
構

成
比

7
5
％

4
0
%
程

度
の

仕
上

材
が

脱
落

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　

下
地

材
に

ひ
び

割
れ

が
生

じ
て

い
る

。
（
程

度
Ⅳ

）

仕
上

材
が

脱
落

し
て

い
る

。
（
程

度
Ⅲ

）

下
地

材
に

破
損

が
生

じ
て

い
る

。
（
程

度
Ⅴ

）

2
0
%
程

度
の

仕
上

材
が

脱
落

仕
上

材
が

脱
落

し
て

い
る

。
（
程

度
Ⅲ

）

下
地

材
に

ひ
び

割
れ

が
生

じ
て

い
る

。
（
程

度
Ⅳ

）

損
害

割
合

　
４

５
％

4
0
%
程

度
の

仕
上

材
が

脱
落

し
、

下
地

材
に

ひ
び

割
れ

が
生

じ
て

い
る

。

8
0
%
程

度
の

仕
上

材
が

脱
落

し
て

お
り

、
下

地
材

に
ひ

び
割

れ
が

生
じ

て
い

る
。

損
害

割
合

　
１

５
％

損
害

割
合

　
３

０
％

本
資

料
で

は
、

各
イ

メ
ー

ジ
図

に
お

い
て

、
描

か
れ

て
い

な
い

他
の

２
面

が
、

概
ね

同
等

の
損

傷
状

況
で

あ
る

前
提

で
、

損
害

割
合

を
算

定
し

て
い

る
。

住
家

の
各

面
に

お
い

て
損

傷
状

況
が

異
な

る
住

家
に

つ
い

て
、

イ
メ

ー
ジ

図
を

参
考

に
損

害
割

合
の

判
定

を
行

う
際

に
は

、
各

面
の

面
積

を
考

慮
し

て
判

定
す

る
必

要
が

あ
る

。

①
②

③
④

⑩
⑫

⑥

⑤

⑦
⑧

⑨

⑪
⑬

⑭

⑮

⑯

⑰
⑱

⑲
⑳

＊
損

傷
面

積
の

考
え

方

い
取

扱
の

場
合

し
て

い
る

脱
落

が
仕

上
材

※

壁
の

仕
上

材
が

脱
落

し
て

い
る

場
合

、
下

地
材

の
損

傷
状

況
に

よ
り

、
当

該
部

分
の

損
傷

程
度

が
以

下
の

と
お

り
異

な
る

こ
と

に
留

意
し

て
下

さ

い
。

%
)

5
0

Ⅲ
(

程
度

⇒
な

し
損

傷

%
)

7
5

Ⅳ
(

程
度

⇒
れ

あ
り

割
ひ

び

2
7
 ペ

ー
ジ


